
平成２３年度第１回中津川市環境保全審議会 
 

日 時：平成２３年１２月７日（水）１３時３０分～ 

場 所：中津川市健康福祉会館 医師待機室 

 

１．開  会 

 

 

 

２．会長、副会長の選出 

 

 

 

３．会長あいさつ 

 

 

 

４．議  題 

 

 【報告事項】 

①  リニア中央新幹線計画の今後の動向と取組みについて 

 

 

 

 

 

② リニア中央新幹線環境影響評価方法書に対する意見（案）について 

 

 

 

 

 

５．そ の 他 

 

 

 

 

６．閉  会 



 

 

中津川市環境保全審議会委員名簿  

 
（五十音順・敬称略） 

 氏  名 団 体 名 等 備 考 

 饗 庭 俊 二 中津川市環境推進協会長  

 浅 野 純 二 東濃振興局恵那事務所環境課長  

 大 前 勝 行 中津川市広報会長連合会副会長  

 纐纈 登美子 中津川市生活学校代表  

 嶋 崎 尚 己 中津川北商工会事務局長  

 冨 田  進 中京学院大学特任教授  

  堀 田 時 夫 中津川商工会議所参事  

 吉村 かおり 岐阜県地球温暖化防止活動推進員  

 和 田 久 司 中津川市小中学校長会代表  

 （任期：Ｈ２３．１２．７～Ｈ２５．１２．６） 

 

 

 



環境要素区分 意　　見　　内　　容　   

①騒音

　学校、幼稚園・保育園、病院、社会福祉施設その他特に静穏の保持を要する施設の
存在する地域及び住居の用に供されている地域においては、騒音のより一層の低減を
図り、列車の走行段階までに補完調査を実施され、必要な騒音防止対策を講じること
を手法に加えること

②騒音
　騒音（レベル）のほか、金属音などの生理的丌快音についても調査対象とされ、軽
減を図る必要な防止対策を講じることを手法に加えること。

③振動

　学校、幼稚園・保育園、病院、社会福祉施設その他特に静穏の保持を要する施設の
存在する地域及び住居の用に供されている地域については、沿線振動の一層の低減を
図り、列車の走行段階までに補完調査を実施され、必要な振動防止対策を講じること
を手法に加えること。

④低周波 　発生源となりうる換気施設以外の施設についても調査対象として加えること。

⑤低周波
　基準又は目標が定められていないことから、影響を受けるおそれのある地域の生活
者の感覚の部分での調査も併せて実施され、必要な防止対策を講じることも手法に加
えること。

⑥水環境
　地下水、河川、水路での水位・水質への影響が懸念されるため、保全対策を講じて
いただくためにも、影響を受けるおそれがある範囲において十分な事前調査の実施を
手法に加えること。

⑦日照障害 　高架橋、橋梁、地上駅以外の全ての鉄道施設も対象施設とすること。

⑧電波障害 　車両基地の存在も遮蔽原因となりうるため対象施設に加えること。

⑨電波障害

　根ノ上中継局のテレビ放送波は、路線、駅を横断するかたちでさらに北方約１０ｋ
ｍの地域まで受信されており、電磁影響から屈曲などが生ずれば難視聴の発生も懸念
されるので、調査地域として、鉄道施設周辺のみでなく影響を受けるおそれがある広
い範囲をとらえること。

⑩文化財
　調査すべき項目として「埋蔵文化財」を明記し、調査にあっては、市教育委員会と
十分な協議を行うこと。

⑪文化財

　対象事業実施区域には、文化財指定された天然記念物以外にも、地域特有の種であ
る「ハナノキ」、「シデコブシ」、「ヒトツバタゴ」、「カタクリ」の自生地が存在
するため、十分な現地調査と改変地域に存在する場合には、適切な保護保全対策を講
じること。

⑫文化財
　文化財はもとより、景観、人と自然との触れ合いの活動の場も含め、「地域の文
化」として大切に守られてきたものについても配慮事項に加え、地域の要望に沿って
保護する方法等を検討すること。

⑬磁界 　磁界が及ぼす人体への影響について、準備書で十分な情報提供と説明を行うこと。

⑭磁界
　列車の走行に伴う磁界の予測について、車内及びホームについても調査地域とし、
評価の対象とすること。

⑮動物
　想定される路線沿線には畜舎（牛舎、鶏舎）が存在しており、騒音、振動、磁界等
が及ぼす家畜への影響についても調査項目に加えること。

⑯植物
　夜間照明機器周辺で生産される農作物への影響についても調査項目に加えられ、必
要な対応を講じること。

⑰植物 　長期間において評価できるよう事前調査で確認された植物リストを公表すること。

⑱安全性 　地震への対策について、準備書の中で十分な説明を行うこと。

環境影響評価法第10条第2項の規定による意見（案）

 


